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1. 研究の背景と目的 

 兵庫県南部地震では，神戸市において多数の大規模火災が発生し，大きな火災被害となった．火災の大規模

化に影響したひとつの要因として，地震によって水道管に被害が生じ，その影響で消火栓の機能が失われたこ

とが挙げられる．消火栓が稼働不能となったことで，消防水利が不足し，消防活動上多くの障害が発生した． 

 このような背景から，本研究では，兵庫県南部地震における水道管被害と火災延焼との関連性に着目し，水

道管の被害が火災の延焼動態にどのように影響し，それにより人的被害がどれほど拡大したのかを明らかにす

ることを目的とする． 
2. 分析方法 

神戸市において，火災により人的被害が生じた火災地域，すなわち火災による死者が発生した地域は 52 存

在する．本研究では，この 52 の火災地域全てに対して，水道管の被害と火災の延焼との関連性について分析

を行う．最終的に，もし水道管に被害が生じなければどの程度人的被害を防ぐことができたのかについて明ら

かにする．分析に用いる要因としては，地域の燃焼力，すなわち燃えやすさを説明し，発生した火災が延焼拡

大する危険性を示す指標として，木造建築物の密集程度を表す「木造率×容積率」，何らかの被害が生じた建

築物の割合を表す「被害割合」を用い，地域の燃えやすさを見ることとする．これらの指標は，著者らの分析

により，その値がそれぞれ 0.78，0.6 を超えた地域で火災が発生すれば，大規模な火災に延焼拡大する危険性

があるということが知られた．また，兵庫県南部地震における様々な火災の調査結果や消防活動の記録を参考

とし，消防活動状況と火災の延焼動態について当時の様子を整理し，分析を行う．また，水道管の被害箇所や

地震後の配水池の状況などから，水道管の被害が消火栓の稼働にどのように影響したのかについても分析を行

う． 
これらの情報を整理し，地図上でデータを用いることができるように，本研究では「ArcGIS」を使用し，

情報をデータベース化した．水道管路図と被害箇所，出火点，焼損範囲，消防活動を行った場所等を地図上に

入力し，それらに関する情報，例えば，出火時刻や鎮圧時刻，木造率×容積率，被害割合などといったデータ

を関連付けた．このデータを基にして，各火災地域に対して分析を行った． 
3. 分析例 
神戸市兵庫区上沢通 3 丁目で発生した会下山南火災に対しての分析を例に挙げ，分析過程を説明する．この

火災地域の状況と延焼危険性についてまとめたものを表-1 に示す．また，この火災地域の出火点及び焼損範

囲，消防活動が行われた地点などを示したものが図-1 である．この地域

では，地震直後 5 時 52 分に火災が発生し，鎮圧したのはおよそ 21 時間

後の 18 日午前 3 時，焼損は延べ 700 棟，94,787 ㎡である．また，この

火災地域において 40 名の人が亡くなっている．延焼危険性を示す木造率

×容積率および被害割合の値は，いずれも基準値 0.78，0.6 を超えている

ことが知られ，この地域で火災が発生した場合，大規模な火災に延焼拡

大する危険性があることを示しており，非常に燃えやすい地域であると

言える．なお，出火直後，消防隊が消火栓に部署したが消火栓から 

キーワード 地震，火災，水道管，被害，消火栓 

 連絡先   〒657-8501 兵庫県神戸市灘区六甲台町 1-1 神戸大学工学部 ＴＥＬ078-881-1212 

表-1 会下山南火災の状況 

兵庫区
上沢通3

出火時刻 17日05:52
鎮圧時刻 18日03:00

焼損面積(㎡) 94,787
焼損棟数(棟) 700

死者(人) 40
木造率×容積率 1.05

被害割合 0.77

出火場所
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は水が出ず，消

火栓は使用で

きない状態で

あったことが

当時の記録か

ら分かってい

る．図-1のよう

にこの火災地

域では消防隊 2
小隊により消

防活動が行わ

れており，午前

6 時 30 分から

遠くのプール

の水を 1 小隊が

中継送水し，も

う 1 小隊が放水

活動を行うという状態であった．プールの水は枯渇し，その後 14 時から河川の水を使用しての放水開始まで

消防活動は行われなかった． 
そこで，もし水道管に被害がなく消火栓が使用可能であったとすれば，消防隊が到着した 6 時 6 分から 2

小隊による放水活動を行うことができたと考えられる．その消防活動により，少なくとも道路を越えての北西

方向への延焼を阻止することができ，上沢通 3 丁目のみの焼失で鎮火させることができたのではないかと考え

られる．その場合，上沢通 3 丁目のみでの死者数が 18 名であることが分かっており，残りの 22 名の人命が

助かった可能性がある． 
また，この地域に配水を行っている会下山低層配水池は 13 時に配水が停止しており，配水池とこの地域を

結ぶ水道管には被害が 1 箇所発生している．出火直後消火栓が使用できなくなったことから，配水池からの配

水が停止したことによるものではなく，水道管の被害箇所からの漏水によりこの地域まで水が届かなかったこ

とが原因で消火栓が稼働不能となったことが推測できる． 
4. 全火災地域に対する分析結果 

先述の分析例と同様に全火災地域において分析を行った結果，人的被害が生じた火災地域 52 地域のうち 6
地域で火災の延焼をより小規模に留め，人的被害を防ぐことができたという結論に至った．そして，神戸市に

おける火災による死者 529 名のうち，それらの火災地域においておよそ 32～45 名の人命が助かった可能性が

あることが判明した． 
この結果は，あくまでもいくつかの仮定のもとに類推した結果ではあるが，兵庫県南部地震において消火栓

が使用可能であった場合，火災によって亡くなった人のうち，およそ 6～8%の人命は助かった可能性があっ

たと考えられる． 
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図-1 会下山南火災の火災状況及び消防活動状況 
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